
6 6 2 5 橋（ 小曽川地内）

各議案の概要は右記Ｑ Ｒ コ ード

から ご覧いただけます。

　 ６ 月定例会に上程さ れた議案のう ち、市長提出議案２ 件が予算決算

常任委員会に付託さ れ、各分科会に送付し 審査を 行いまし た。

※質疑のあっ た議案について主な質疑と 答弁を 掲載し ています。

Ｑ Ｒ コ ード を 読み取ると 、委員会の録画映像を ご覧いただけます。
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橋梁整備工事（ ６ ６ ２ ５ 橋） 請負契約の締

結について

問　 ボッ ク スカ ルバート 形式を採用し た判

断基準と 、 ラ イ フ サイ ク ルコ ス ト の評価

は。 また、 住民影響の最小化のための対策

は。

答　 既設橋の上下流の橋り ょ う も 同形式で

更新し ているこ と から 本件橋り ょ う にも 適

用可能であり 、 橋り ょ う 形式より も 工期の

短縮が図れる ほか、 経済性、 施工性に優

れ、 更新費用も 安価であるこ と から ボッ ク

スカ ルバート 形式を採用し た。 橋り ょ う 形

式と 比較し て、 必要な部材等が少なく 、 コ

ンク リ ート 構造物のため、 耐震性も 十分に

満たすこ と から 、 ラ イ フ サイ ク ルコ スト で

も 有利であると 考えている。 また、 近隣住

民には丁寧な説明を心がけるほか、 施工範

囲の外周に歩行者用通路を設け、 歩行者の

安全対策を行う 。 一時的に片側通行の必要

性が生じ た際には、 警察と 十分に協議を行

い、 安全性や、 施工時間帯の配慮に努めて

いきたい。

電線共同溝整備工事（ 市道１ ０ ２ ０ 号線）

請負契約の締結について

問　 無電柱化整備に係る地上機器のかさ 上

げの根拠は。 また、 未整備区間におけるム

ク ド リ 被害の継続的な状況把握は。

答　 地上機器内は一定の冠水にも 支障がな

い設計であるが、 さ ら なる防災機能の向上

のため、 かさ 上げを行う も のである。 一般

的な機器の高さ が約１ ４ ０ センチメ ート ル

あるこ と から 、 道路利用者の視認性を考慮

し 、 １ ５ センチメ ート ルのかさ 上げを行う

予定である 。 ま た、 未整備区間において

は、 樹木・ 電柱が残るこ と から 、 説明会等

でムク ド リ 被害を懸念する声をいただいて

いる。 ムク ド リ 被害については、 状況の確

認はも ちろんのこ と 、 情報があっ た際は、

現状を確認し 、 関係課等と 調整し ながら 対

応を検討し ていきたい。

越谷市児童福祉施設の設備及び運営に関す

る基準を定める条例等の一部を改正する条

例制定について

問　 専門職を保育士と みなすこ と に伴う 、

保育の質を確保するための対策は。 また、

認定こ ども 園の学級編制基準の変更に伴う

今後の課題は。

答　 専門職を保育士と みなす場合、 当該専

門職が子育てに関する知識・ 経験を有する

こ と 、 具体的には保育所等における勤務年

数が３ 年以上であるこ と などが条件と さ れ

ている。 併せて、 同じ ク ラ スに別の保育士

を配置し 、 支援体制を確保するこ と が条件

と さ れており 、 当該保育士についても 、 勤

務年数が３ 年以上の常勤保育士を配置する

こ と が望まし いと さ れている。

　 専門職の活用に伴う 保育の質について

は、 こ のよう な制度上の担保により 確保さ

れるも のと 考えている。 また、 認定こ ども

園の学級編制基準の変更について、 本市の

保育ニーズが今後も 一定の水準で維持さ れ

るも のと 仮定すると 、 施設では受け入れ人

数の削減か、 学級数の増加が必要になると

見込まれる。 特に、 学級数の増加の場合、

保育教諭等の人材確保に加え、 園舎の改修

等が必要と なる可能性があり 、 こ れを課題

と し て捉えている。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第１

号） について

問　 平成2 5 年生活扶助基準引き 下げに伴

う 保護費追加給付について、 対象者数は。

また、 保護廃止世帯への周知方法と 支給ス

ケジュ ールは。 さ ら に、 国が示し た再減額

に対する市の考えは。

答　 平成２ ５ 年８ 月から 令和８ 年３ 月まで

の期間に保護を受給し ていた世帯が対象で

あり 、 生活保護受給中の世帯約３ ６ ０ ０ 世

帯、 保護廃止世帯約２ ６ ０ ０ 世帯を想定し

ている。 保護廃止世帯への周知方法と 支給

スケジュ ールについては、 ８ 月から 専用窓

口と コ ールセン タ ーな ど で の事務を 開始

し 、 ９ 月から の支給を予定し ている。 すで

に国が相談センタ ーを設置、 周知し ている

が、 本市においても 広報、 ホームページ、

コ ールセンタ ー、 チラ シ配布等で広く 周知

する 。 さ ら に、 国が示し た再減額につい

て、 最高裁判決で違法と 判断さ れた減額処

分の取り 消し ではなく 、 減額率の変更であ

るこ と は認識し ているが、 市と し ては法定

受託事務であるため、 国が定める基準に基

づいて適正に事務を進める。 なお、 市独自

のコ ールセンタ ーや直接訪問において聴取

し た被保護者から の意見や要望について、

最低限度の生活を維持し ていく 上で必要な

も のについては、 機会を捉えて国に伝えて

いく 。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第１

号） について

問　 小中一貫校整備におけるＰ Ｆ Ｉ 事業の

活用による効果についての分析は。 また、

工事完了に伴い、 引き渡さ れた内容が契約

関係書類に適合し ていると 判断し た正確性

は。

答　 Ｐ Ｆ Ｉ 事業の活用は、 民間のノ ウハウ

活用や事業費抑制、 市の財政負担の平準化

に加え、 市の要求水準にのっ と っ た施設設

備の整備やさ まざまな意向の反映などがメ

リ ッ ト と 認識し て いる 。 引き 続き 、 経済

性、 効率性、 有効性の予算執行に努め、 現

場確認と 適正な検査および維持管理に努め

ていきたい。

　 また、 川柳小学校高学年棟校舎の検査に

ついては、 建設業者による社内検査、 監理

者による検査、 Ｓ Ｐ Ｃ による検査、 民間に

よる建築確認検査などの通常検査の後、 市

で最終的な 検査を 行い、 完成確認通知を

行っ ている。 是正工事の確認については、

市長部局と も 連携し 、 是正箇所が計画どお

り に行われているか、 工事の各段階で、 そ

の都度、 専門職も 含め行っ てきた。 また、

是正工事の品質および安全性については、

万が一の場合は、 Ｓ Ｐ Ｃ 側が責任を持つこ

と で、 確認書を取り 交わし ている。

　 今後も 、 こ ども たちや保護者にと っ て、

安全・ 安心で、 教員にと っ て働きがいのあ

る学校と なるよう 、 努めていきたい。

　 令和８ 年度越谷市一般会計補正予算

（ 第１ 号） について

　 「 財政調整基金繰入金の繰入理由と 算

出根拠」 など に関する 質疑があり ま し た。

　 環境経済・ 建設分科会に送付さ れた事

項はあり ませんでし た。


